
も残っているo

集落の発生は,たた ら師のまわ りvE鉄穴流 し,木炭生産,たた ら吹 き,鍛冶などの労働者が住みつ

いたことvC始まる｡株小作の発生も鉄師の もとで難民が収容されていったことに始まるO 農地解放VC

よって田つ きの山である採草地 (柴草山 )は田と共に解放されたが,農民が薪炭利用 していた山は地

主のもとVEとどまった｡中国山地放牧地帯の典型 として鳥 亡の入会い的共同牧場の分布変遷をみたが,

昭和40年頃までは個^牧場 ･企業的牧場が増えて発展が期待されていたが,現在では過疎化VEよる労

働力の減少,役牛か ら肉牛 とい う生産目的の変化により,山地放牧はほ とん ど行なわれてVlないo農-,

業は水稲プラス畜産の型だが,水稲VCウェ- トが高 く,畜産農家は減少 しているO林相は広葉樹林が

多 く,また私有林が曙 とん どであるが,-,島ヒKAi東山林地主はいないO県内の他の地方では鉄師が今

も大山林地主VEなっているが,ここはそ うではなかったのは,最後までたた らに固執 して造林を戦後

まで しなかったこと, したがってたたらをやめてか らの山林利用 として,用材林 となる斜葉樹がな く,

財産を築けなくな り落ちぶれていったためである｡たたらVE固執 したため時勢vc乗 り遅れ,また逆に

時勢に遅れていたか らたた らVE固執 していた とも言える｡

砂鉄採取はその後 も日立金属VCよって鳥 と羽内谷鉱山で続け られている｡たた ら製鉄の方Vj:,いわ-

ゆる鉄肺vEよるものは:大正14年に鳥 ヒの鉄肺が島根で最後の火を消 した｡その後東京のE]本刀鍛錬会

の炉が昭和 8-20年,また日本美術刀剣保存協会の炉が昭和52年か ら始まったが,これは:文化財 とし

て伝統技術の保存を首的としている｡ したがって地元の産業vEqj:影響はないのだが,これや遺跡を見

学する^が 全国から集ま り始め,ここVE再び,たた らに よって鳥 ヒが注 目を集めた｡過疎地 と一言で

は片づけられない大 きな文化財を持 った山村であるo

藤 沢 市 の 商 業

森 口 由 美

東京から約5Qh ,横浜か ら約30Knの位置vEある藤沢市は,昭和40年頃急激に都市化 し,東京の近郊

都市としての性格を強める一方,独立湘南都市 としての-面もまだ残 しているO

･さて,この藤沢市に,最近多 くの大型店が出店 し,大 きな変容をとげた と聞いたo実際vE,藤沢市

商業が,どの程度の,どのような内容の発展をな したか考察する事によって,発展の結果,藤沢市の

中心性が高まったかどうかを調べてみた.

そのために,まず藤沢市商業の発展を,神奈川県諸都市と比戟 しつつ,統計的VC検討 した｡藤沢市

は,かっては:卸売の中心地であったが,現在,卸売業はあま りふるわず,小売商業都市である. その

小売業は,人口一人当 り小売年間販売額59.7万円/^で,県下第 3位であ り, しか も,昭和45-51年に

かけてのその増加率は150摩以 上であ り,県で最高であるoただ し,′J＼売商店数の増加は昭和40年頃

をピークとして,下 り坂であ り,最近はあま りふえていない,この事は最近の商業発展が大型店の出

店 とい う特殊な事情vcよるものである事を示 し,小売販売鶴VCおける各種商品,大型小売店の非常に

高い構成比がそれを裏づける.
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市内vCかいては,その大型店出店がほ とん ど藤沢駅周辺であったので,他の商業中心地である辻堂

･長後を大 きくひ さはなすのだが,その藤沢駅周辺を中心VE,昨今の商業発展を,市の調査,商店街,

･大型店の方々のお話VCもとづいて,より詳 しくは りさげてみたo

大型店出店Vj:,昭牙D40年前半の大 きな人口増加に比 して,藤沢市の商業力は相対的に低 く,大型店

VCとって魅力ある場所であったためなされたものであるが,その実現VEVj:市の都市計画事業 (南口土

地区画整理事業,再開発事業 )や法律規制 (防災街区造成法,都市再開発法,大規模店舗法 )が大 き

な誘因として働vlている. ともあれ,昭和48-49年にかけて,商圏人口の増大,流出客の吸収をみこ

んで, 7店の大型店が新造成 ･ない しは増築を行なった.

しか し,これほど多 くの大型店がで きたわりKVj:,藤沢市の商業力 ･中心性は伸びなかった.確か

に,藤沢市年間販売額はふえたが,予想を下回るもので,販売効率の低下をまねき,大型店過剰 とい

われた.商圏 も,新興の厚木市 ･大和市などVCかされて,それほど大 きくならなかった し,東京 ･横

咲-買物VC出る割合 (流出率 )もだいぶ-ったものの,呉服 ･神士服などでは,東京 ･横浜-の派出

率は依然として約25帝である. これは,藤沢市大型店のファッション性に信頼がおかれてV,なく, 2

流デパー トとみられているからである0-万,商店街 も,南口本通 り,フアミ1)一通 りの様に大型店

と共存をVまか り,盛んになったのは一部で,大部分の商店街は,昔なが らの商店街であ り,藤沢市商

業の発展の足をひっぼってV,るとvlえる｡

この様な実態は,大型店 ･商店街 とも自覚 してVlるものである.大型店は,各店の特色をだす事に

よって,顧客の獲得VE懸命であるが,一般VC売 り上げは不振で,昭和53年VEなって西友ス トアー,志

沢が閉店 した｡

同時vC,53年秋VCVj:,藤沢西武,藤沢サイカ屋が,今までの大型店の欠点を直 して,高級な品揃え,

都会的な雰囲気でもって,売 り込みに加わった｡ しか し,この2店は,高級都心百貨店 としては物足

りない面もあ り,横浜VE近V,だけに,京浜-の流出客を吸収 し,湘南の中心的商業都市VCなるのはむ

ずか しいと思われるo

中 国 山地 過 疎 村 の地 理 学 的 考 察

森 山 美知子

第 2次世界大戦が終末を迎えて,わずか10年余で日本は急速な経済成長の道を歩み始めた｡東京や

大阪などの都会が,日本の経済成長のシンボルの如 く,多数の^間がそのような都会VC集まっていっ

たo Lか し,その反面,地方の農山村では^口減少の道をたどる地域 も増加 していったO この現象は

村自体の活気を失わせ,人間生活に必要な機能を消滅させるところも出てきた.私の住む岡山県の北

部にある中国山地の山村 も例外ではなく,地方新聞VCとりあげ られることもしばしばあったo

このようなことか ら,中国山地 とV,う僻地に存在する和では,過疎化がかな り進んでいるだろ うと

いうイメージが私の頭の中VCあったOそのようなとき,岡山県の最北端に位置する,ささVE中国山地

の村である上斎原和を訪れたの_である.時はスキーシーズンであ り,多数のスキー客で賑わい.,民宿
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